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本研究 の目的は , 日 常生活上 の 改善を要す るが 切迫感を抱きにくい 成人
･ 老 人患者 に対 して 看護師が用 い て い る対人援助
技術を, 国内の 雑誌論文の 記述か ら明 らか にす る こ と で ある ｡
医学 中央雑誌 に よ る検索なら び に自作 の 文献選定基準を用 い た文献選定で得 ら れ た6文献を分析した結果, 61 ラベ ル を抽
出 し, そ れ らを統合する こ とで , 16 の対 人援助技術 が得られ た ｡
こ れ らの 対 人援助技術は , 2 つ に大別す る こ と が で き, 【対人 援助関係を促進す る可能性 の あ る対人援助技術】と して , 1)
ま だ対象特性 の つ か め て い な い 対象者を全人的に 理解する た め に, 現在まで の 生活 t 経過も含め た情報を得 る , 2) 対象者
の 変化 の 可能性をア セ ス メ ン ト し つ つ , 関係性 や援助 の発展 の 方向性 ･ タイ ミ ン グ を見据えて試み る, 3) 対象者の 状況が
変化 して も関心を寄せ続ける, 4) そ の 人 の た め に専念 して 存在す る, 5) イ メ ー ジ しや すい 情報を提供す る/ 対象者の 関
心 を引き寄せ る 理解しやす い 方法で情報を提供する , 6) 対象者 の 意思 ･ 気持 ち ･ 決定 ･ 主体性を尊重 し, ま た . そ れ を引
き出す よう にす る, 7) 対象者か ら の 要求 に対 して 親切 に対応 したり , 察 して 不足
･ 不便 を解消す る, 8) 対象者の 体験 ･
気持 ち ･ お か れ て い る状況 に思 い を寄せ , 推 し量り, 共感を示す, 9) 対象者 の 反応 に照 ら しなが ら, その 人 に 合 っ た 対応
･
援 助方法を模索 して い く, 10) こ れ まで に構築され た ｢な じみ｣ の 関係を意図的に援助 に活 かす の 10の 対 人援助技術が ,
また , 【対 人援助関係 を阻害 ･ 停滞 させ る 可能性のあ る対 人援助技術】と して ,l l) 対象者の 個別な体験 や思い ･ 感情を注 目 ･
尊重す る より, 医療者 と して の客観的で
一 般的な立場で対応す る, 12) 対象者の 思 い や 感情 に十分思 い を寄せ たり, 推 し量
る こ とをせ ず
,
医療者 と して の 自分の か か わ り の 正 当性 を主張 した り, 自己保身を行う, 13) 対象者 の 反応 ･ 意図 ･ 状態 か
ら焦点をそ らす (会話をうちきる/ なが す/ 話題を転換す る/ 身を引く), 14) と らえ た対象者の 変化 へ の 対応
･ 援助 の タ
イ ミ ン グ を見誤 る , 1 5) 対象者に否定的 な感情をも っ て , 一 方的, あ る い は, そ の 場 しの ぎの 対 応をす る, 16) 対象者 の意
思 や現象 の 意味 ･ 背 景の 理 解 に 困難 を覚え, と りあえず, そ の 場 しの ぎの 対応 や 身体面 を優先 し た対応をす る の 6 の 対 人
援助技術が含まれ た ｡
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I . は じめに
本研究 は, 21世紀C O Eプロ グラ ム ｢日本文化型看護
学の創出 ･ 国際発信拠点 一 実践知に基づ く看護学の確立
と展開 - ｣ の サ ブプ ロ ジ ェ ク ト ｢日本型対人援助関係｣
研究の 一 部 である｡
こ の サ ブプ ロ ジ ェ ク ト で は, 看護師一息著聞における
日本型対人援助関係 に焦点を当て た研究が行われ て い
る ｡ 看護は対人援助を基盤と した学問 ･ 実践 であり, 特
に精神科看護の 領域にお い て は , 看護技術とし て対人関
係の 技法が語られたり , 対人援助ある い は対人関係に焦
点を当て た研究も行われ て い る ｡ しか し, 慢性病や生活
習慣病な どを中心とする ｢日常生活上 の改善を要するが
切迫感を抱きにく い 対象者｣ と の対人援助関係構築に深
く関与するで あろ う看護師の 対人援助技術 に焦点を当
て , ま た , 日本文化に根ざした看護援助技術に関する実
践知を明らか して い る研究はみ られな い ｡ そ こ で , 本研
究で は ｢日常生活上 の 改善を要するが切迫感を抱きにく
い対象者｣ に対して 看護師が行 っ て い る対人援助技術の
実践知に つ い て , 日本にお ける雑誌文献から明らか にす
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る ことを目的と した ｡
Ⅱ . 研究目的
日常生活上 の改善を要するが , 切迫感の 抱きにく い成
人 ･ 老人患者に対 して看護師が用 い て い る対人援助技術
に関する実践知を, 国内の雑誌論文か ら明らか にする ｡
Ⅲ . 研究方法
1 . 対象文献の選択方法
本研究で は, 日本国内の 看護系雑誌に掲載され て い る
研究論文中に記述 され て い る , 対人援助技術を分析素材
と して おり
, 対象文献の 選択にあた っ て は以下 の手順で
検索及び選定を行 っ た ｡ 尚, 文献デ ー タ ベ ー ス と して は,
医学中央雑誌 w eb版を用 い た ｡
1) 医学中央雑誌 w eb版 で の機械的な検索手順
① 検索対象年 :1983年 - 2004年 (検索日2004年5月
18 日 における全年検索)｡
② 検索キ ー ワ ー ド : 看護師一息者関係にお ける対人
援助技術をとらえるために , 検索キ ー ワ ー ドと し て
[看護師一 息者関係] (シ ソ ー ラ ス 用語) 及び[ 看護]
(シ ソ ー ラ ス 用語) の 論理積 (a nd) を用 い た ｡
③ 絞り込み条件 :[ 原著]に限定 し, か つ , 対象者
条件と して 青年期 (13 - 18歳) 以前及 び妊婦, 胎児
は除く｡
2) 自作の 選定基準による文献選定手順
1) による検索結果に対して研究論文の 題目や要旨を
含む書誌事項を概観し, 研究 の種類, 対象者の 属性, 研
究方法や分析方法, 研究結果な どにさらに詳細な基準を
設け, 共同研究者間の 合意の もと以 下 の 手順 で 選定 を
行 っ て い っ た ｡ また書誌事項中に, 論文要旨の な い もの
や論文題 目ある い は論文要旨か ら選定をしかねるもの に
関し て は, 論文本文の 内容か ら選定して い っ た｡
① 研究の 種類 : 機械 的な絞り込み 結果か ら, さ ら
に, 会議録や抄録な ど 一 部内容を抜粋 したもの や ,
総説な どを除外する ｡
② 対象者の属性 :機械的な絞り込み結果か ら, さ ら
に, 成 人 ･ 老人以外を対象と したもの を除外する｡
③ 対象者特性 : 本研究で は , 対象者と して ｢本人 の
自覚によ らず, 日常生活上 の 改善を要するが , 切迫
感を抱きにく い患者本人｣ を扱 っ て い る文献を選定
し, そ れ以外のものを除外 した ｡ また , 本研究にお
い て , ｢ 本人 の 自覚によ らず , 日常生活上の 改善を
要するが , 切迫感を抱きにく い患者本人｣ とは , 例
えば糖尿病や高血圧 な どの慢性病や生活習慣病 t あ
る い は急性期を除く精神疾患の ように (特に初期に
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は) 身体症状と して あらわれにくく, 病気そ の もの
に対し て , ま た, 生活習慣 ･ 日常生活の 管理や改善
をめ ざした セ ル フ ケ ア を含め, 治療や治療の継続に
対して の 必要性を自覚しにく い 病をも つ と考えられ
る患者本人と規程した｡
④ 事例研究 ･ 事例報告に関して は , 多くの 実践知を
含んで い る こ とが考えられるため , 一 般的な研究論
文とは選定基準を異な っ たも の と した｡ すなわち,
以 下 の もの を除外の基準とした ｡
･ 援助方針や援助目標が示され て い な い もの
･ 看護過程が援助方針や援助目標に照ら して記述さ
れ て い な い も の
･ 対象者の 認識 ･ 反応/看護師の 認識 ･ 援助を含む
対象者との かか わりが記述され て い な い もの
⑤ 事例研究 ･ 事例報告以外の研究論文に関して は ,
以 下 の もの を除外の 基準と した｡
･ 集録やそれ に順ずるもの
･ 看護接助を通したデ ー タ が取り出されて い な い もの
･ 対象者の 認識 ･ 反応/看護師の認識 ･ 援助を含む
対象者との かか わりが記述されて いな い もの
⑥ 以上 の過程にお い て , 対象者の属性や特性, 論文
の 内容な どに つ い て
,
選定する上 で不明, ある い は
分かりにく い もの に関して は , 論文 の 内容か ら可能
な範囲で よみ こみ , 研究グル ー プ内で の意見の 一 致
をも っ て採否 を決定した ｡
2 . 分析方法
1) 対象とな っ た論文を熟読 し, 研究 の 結果と し て 対
人援助技術に つ い て 表現され て い る部分を抜き出し,
個 々?ラ ベ ル と した ○ 各研究中で , カ テ ゴ リ の 形成を
行 っ て い る研究にお い て は, カ テ ゴ リ , なら びに, サ
ブカ テ ゴ リ の 表現を活かし て抜き出すが , そ の対人援
助技術の 具体的な内容や詳細がな い と意味内容をとら
えにく い 場合には, 論文中の 記述の 中から言葉を補 っ
たり
,
意味内容を研究者の 言葉で補 っ て 1枚 の ラ ベ ル
と した ｡
2) 全ラ ベ ル を広げて ながめ , 対人援助技術を対象者の
とらえかた, 技術 の 特質, 対人援助関係に与える影響
な どの性質の類似性によ っ て 分類 ･ 整理 ･ ラ ベ ル 群の
ネ ー ミ ン グする ことを繰り返 し, 最終的なカ テ ゴリ を
得た｡
3 . 信頼性と妥当性の確保
文献検索の過程
,
文献の選定基準 , 文献の 採否 , 文献
内容の読み込みと解釈に関しては, 研究グル ー プ内 (複
数メ ン バ ー ) で の討議 ･ 意見 の 一 致をも っ て 行うように
した ｡ また
,
分析内容 ･ 結果に関して は , 老年期 ･ 慢性
期看護学/ 質的研究に熟知した教員か ら指導 ･ ア ドバ イ
スを受け, 信頼性 ･ 妥当性の 確保に努めた｡
Ⅳ . 結 果
1 . 分析対象文献の選定結果
医学中央雑 誌 w eb版 で の 機械的な文献選定の 結果 ,
602文献が該当した ( 図1)｡ また, そ の 文献数の 年次変
化( 図2) をみると1989年以降にみ られ, 漸増 して い た ｡
特 に, 2002年, 204年 (5月まで) が多く, 2000年以降
に 2/3 以上 の 文献が (407文献) が集中して い た ｡
続 い て 自作の 選定基準に よる文献選定を行 っ たと こ
ろ , 602文献の うち, 6文献が分析対象文献と し て 選定
された ｡
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図1 医中誌で の文献検索結果
図2 医中誌での 文献検索結果 (年次推移)
2. 分析対象文献の概要
分析対象の 基準を満た した 6文献の 概要 を表1 に示
す｡
発行年は1996年, 2001年が 各1文献 , 2002年, 2003年
が各2文献ず つ で あ っ た｡ 研究目的と して は , 看護師に
よる対象者 ･ 症状 の と らえか たや , 対象者と の か かわ
り ･ 行為, そ の 意味に焦点が 当て られ て い た ｡ デ ー タ
収集方法と して は , 看護師 - の イ ン タ ビ ュー 一 に よ るも
の (研究①)∫, 研究者自身が ケア提供者と な っ て 自己の
か かわりを分析 したもの (研究(参, ③)t 研究者自身も
ケ ア に参加するが他の 看護師の かか わりを観察者と して
フ ィ ー ル ド ノ ー トに記載 したり ( 研究(9, ㊨), VT Rに
記録しデ ー タ とするもの (研究④) がみられた ｡ 分析方
法は, 全 て の研究にお い て 質的に行われ て い た ｡
日常生活上の 改善を要求されるが切迫感を抱きにく い
成人 ･ 老 人と して , 選定された対象と して は, 論文中で
は, 老人保健施設入所中の痴呆性 (認知症) 高齢者. 自
己概念上 の 問題を有すると思われた統合失調症患者, 糖
尿病腎症により透析 をうけて い る患者, 慢性期の 患者,
内科入院中で検査が予定され て い る患者, 保護病棟を出
た後の 治療 を継続する精神科亜急性期病棟入院中の 精神
分裂病 (統合失調症) 患者がみ られた ｡
3 . 対人援助技術の内容
6 つ の対象文献か ら抽出した対人援助技術に関するラ
ベ ル は合計で61枚であり, 分析 の結果, 表2 - 1及び表
2-2 に示す16の カ テ ゴ リとな っ た ｡ ま た , 論文中に記
述 され て い た援助内容及び援助の 結果か ら , そ れ らは
【対人援助関係 を促進する可能性の ある対人援助技術】
と 【対人援助関係を阻害 ･ 停滞させ る可能性の ある対人
援助技術】 の おおきく2 つ に分けられた ｡ 以 下 , そ れ ぞ
れ の 内容に つ い て 説明する｡
【対人援助関係を促進する可能性のある対人援助技術】
1) まだ対象特性をつかめて いない対象者を全人的に理
解するために, 現在まで の生活 ･ 経過も含めた情報を
得る
こ の技術は, 対象者に関する情報が少なか っ たり , か
か わりが浅 い段階や , 認知障害などにより対象者自身か
ら の情報が得られ にく い 場合に用 い られ て い た ｡ 看護者
は, 対象者に 関する情報の 不足を記録類 , 日 々 の かか わ
り へ の 反応 , 他者か らの 情報な ど様 々 な情報源や現在ま
で の生活や経過の 推し量りな どから補 い , 対象者を全人
的に理解で きるように技術を用 い て い る こ とが示され て
い た ｡
2) 対象者の変化の可能性をアセスメン トしつ つ , 関係
性や援助の発展の方向性 ･ タイミンクを見据えて試み
る
こ の 技術は, 対象者の希望する状態, 許容範囲 (安心
感 ･ 安全 の 保障な ど) や, 関係性や援助を どの ように
や っ て いく のが対象者の 健康にと っ て 望まし い の か , そ
の タイ ミ ン グは い つ な の かと いう こと を総合的にア セ ス
メ ン トし, 可能 で あれば変化させ て い けるか どうか意図
的に試み ると いう内容の もの で あ っ た ｡ 看護者は対象者
の微妙な変化をとらえて , 押 したり ･ 引 い たり しながら
関係性や援助の 発展の 可能性を探 っ て い た o
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表2 - 1 対象援助関係を促進する可能性の ある対人援助技術
知人援 助技緬 各文献から取り出したラベ ル の 内容/ カ ツ j内は ラ ベ ル の補足説 明/ 丸数字は 文献No.
1) ま だ対象特性 を つ かめて い ･ 病気 だけで はなく , 日 々 の かかわりや 今まで の 生活 から本来の その 人の 姿をとら える①
ない 対 象者 を全人的に 理解す
ー あま り話 さない 日とで ある なら言葉 だけの や り.とりは お 互 い に厳 しい と思 い , 何か
一 緒 に楽 しめ る ことを しなが ら
る ため に , 現 在まで の生 活 . 対象者の 自我 発達を支援 して い こうと考 えた ( 対象者の 特性 を情報 として 得て , 自 己の安全 を保 障し ようと して い
経 過も含め た情報を得 る る対 象者 を脅 かさない ように かかわ り は じめ よう と する) ②
･ 発言 は少 ない が , 問えば い く ら か 自分 の こ と を話すな ど, 研究者 り提案に 同意 した こと か ら他 者 との かか わ りを全
く否定 して い る わ けでもな い こ と を推測 し, 対象者が 過去 に経験 の ある ことを, 対 象者 が認知する 安全 を保障 で き
る方法 で行 つ て い く ことに した ( 自己を脅か さな い 関 わりで あれば可能と い う情報 から, 安 全保障感を保障す る よ
う に かか わりか らは じめ る) ②
2) 対象者の 変化の 可能性 をア ･ 発言 は 少ない が , 問えば い く から自分の ことを話す こ と , 研究者 の 提案に 同意 した こ と から他者との 関 わりを全く
セ ス メ ン 卜し つ つ , 関係性や 否定 して い る わけで も ない こと を推 測し, 対象者が過去 に経験 の ある こ と を, 対 象者 が認知す る安全を保障 で きる
援助の 発展の 方向性 . タイ ミ 方法 で行 つ て い く こと に した ( 自己を脅かさな い 関 わ りで あれば可能 と い う情報 から , 安 全保障感を保障す る よ う
ン グを見据えて 試み る に かかわりからはじめ る) ②
･ ｢ 辛がふ る える から｣ と折 り紙を行 わず , 研 究者の 行 うの を見て い る だけで あ つ た が , その 状況 を繰 り返 して い る
う ちに 行為に 対す る積極性 が み られ, 勧め られれば自分 で体験 する よう にも なつ たo ま た , 平行して 他 の こ とに も
興 味を示 し, 満足感も得 ら れた こ と で , さ らな る体験 - の興 味に つ なが つ た (対 象者の安 全保障感を保障さ れ る 方
法を認め , 無理強 い す る こと なく , その安全 が保障され る範囲内 で の 関わ りを行う/ 繰り返す) ②
･ 対 象者 の 険し い 表情 や 理解で きな い 言葉 がみ ら れた 時 に , 嫌 だ つ たら敢 え て欲 し い こと を伝 え る (対 象者の 変 化
( 不安の サイ ン) を察知 し , 不安を表出 (言語化) で きる よ うな促しをす る) ②
･
一 人で ｢こも る｣ こと の 多くな つ た 対象者 に , 研究者 からかかわ る こと は控 えたが , 1 日 1回 は訪重 し, 了解 を得
て 話しかけ た り, 会 つ たときに は 何か しら言語 的
. 非言 語的メ ッ セ ー ジを送 る よ うに こ ころ が ける (対 象者 の 安全
保障を確保 し よう とす る状況 を保 障 しなが ら , 同時 に対象者 の状 況に 合わ せ て 関わ りを続 けて い く) ②
･ 【タイ ミ ン グ をつ かん で 押す こと . 引く こと】 協 働的な変化 - の 誘 い : 横や かに 歩み 寄 り, 押 したり引 い たりする
④
･ r さつ きは話 した くなか つ たん で し よ うか｣ とい つ た よう な対 象者の 心的 内界を何う よう な質問を した 際に は . 独
特の 表現で 返 した (新 たな体験 - の 関心と関係の 広 が りが 出来て きた ときに) 対象者 の心的 内界を伺 つ て み る) ②
･ 【タイ ミ ン グを つ かん で 押す こと . 引く こ と】 協 働的な変化 - の 誘 い :微妙 な変化を捉 えて 返す こと④
･ 【タ イミ ン グ をつ かん で 押す こ と . 引く こ と】 協 働的 な変化 へ の 誘 い : 前進可 能と い う 反応 を捉 え. あと 一 歩を促
してみ る(杏
･【タ イ ミ ン グを つ かん で 押す こと . 引く こ と】 協 働的な変化 へ の 誘 い : ま だ無理 と い う反応を捉 え, 引き下が る④
3) 対象者の状 況が変化して も ･ 一 人で ｢こ もる｣ こ との 多くな つ た 対象者 に , 研究者からかか わ る こ とは控 えたが , 1 日 1回は訪室 し, 了解を得
関心を寄せ 続ける て 話 しかけたり, 会 つ たとき に は何か しら言語 的 , 非言語的 メ ッ セ
ー ジ を送る ように こ こ ろが ける (対 象者の 安全
保障 を確保 しよ うとす る状 況を保障しなが ら, 同時 に対 象者 の状 況に 合わせ て 関 わ りを続 けて い く) ②
4) その 人の ため に 専念して 存 ･ 研究者と 2 時間, 人が ほ とん ど居 なく な つ た外 来の 椅子で 何もせ ず に並 ん で 過 ごしたり した○ 対 象者 は ｢ 楽｣と い
在する い , 対象者 の ほ うからこ の 時間を延長 した (脅威を与 えず に ( 安全を保障 して) その時
. その場 を共に 過 ごす) ②
･ 不穏状態 に ある対 象者との や りとり . 話 に じつ く りと時 間をかけて 対応す る①
5) イメ ー ジ しや す い 情報 を提 ･ ( 検査中や 検査後 の状況がイ メ
ー ジで きる ような) 検査に関す る具体 的な情報を提供した ⑤
供す る/ 対象者の 関心 を引 き ･ ( 検査. 治療 に よ つ て) 予測 され る 問題とその 具体的 な対処方法 を話 した⑤
寄せ る理解 しや す い 方法 で情 t 説明を早め に (時間をお い て 繰 り返 し) 行つ た⑤
報を提供す る ･ (始め て の 検査を受 ける患 者に 対 してイ メ
ー ジ しや す い ように) 同じ検査を受 けた患 者の 情報 を提 供した ( 説明時
に 共に ふ りかえ つ た) ⑤
･ 【今, こ こ で の重 み づ け】 対象者の 関心を引き寄せ る : 実演 して み せ る ④
･ 【今, こ こ で の 重み.づ け】 対象者の 関心を引き寄せ る : 語 調や 声の ト
ー ン の 上 げ下 げをす る④
ー 【今 , こ こ で の 重み づ け】 対象者の 関心を引き寄 せ る :視 線を向け る④
･ 【今 , こ こ で の 重み づ け】 対象者の 関心 を引き寄せ る : 手や 身体で 触れ る④
6) 対 象者 の意 思 . 気持ち . 汰 ･ 強要はせ ず , 患者が決定 で きる よ うに , また , 患者の 決定 を尊重 し気持 ちを受容した⑤
走 . 主体性 を尊重 し, ま た , I ( 緊急の場 合以外は) 患者の 訴 えを尊重 し, 処 置や ケ ア を無理強 い し ない (で 様子 をみ る) ㊨
それを引き出す ように す る ･ 他者か ら無理 に行 わ れる の で は なく, 高齢者が 自分で 行 える よう に 主体性
. 意志を引き出す対応 をす る①
･ 【今, こ こで の 重み づ け】 対象者 の 関心 を引き寄せ る : 質問をす る (質問 をかヂかける o 確認をする) ④
一 患者の 不安 や気 持ちを察して 気持 ちを代弁 した り, 患 者が気 に なつ て い る こ と - の 直接的な質問を した ( 表出が促
さ れた) ⑤
7) 対象者からの 要求 に対 して ･ 親切 にす る (患 者に 足りな い もの , 不便 なことが あれば補うな ど) ㊨
親切 に対応 したり. 察 して不
足 . 不便を解消す る
･ ( 言語的 なや りと りは ほと ん ど必要ない くらい)｢ 察する｣ ある い は ｢ 通じ合う｣ ⑥
8) 対 象者の 体験 . 気持 ち
. お 一 対 象者の 言動を病気の 症状で あると理解 して対応 する①
か れ て い る 状i兄に 思 い を 寄 ･ 痴 呆症状 が出て い る の は 本来 の その 人の状 碧で は なく, ま た本 人に と つ て も つ ら い 状況で ある と . そ の 人の 身 に
せ , 推 し量 り. 共 感を示 す な つ て その 人の ことをとら える(丑
･ 食事に 対す る患者の 希望 (病 院で 食事 を出して 欲し い) がかなつ た 喜 びを共感す る③
･ 医療処置の 中断 に至 るま で の患 者の 不安感や 不快 な実体験 を聞き, 状況や 患者の 気持 ちを想像 し得て , 看護者が患
者の 思 い に共感す る③
･ 前回の 入院時や 検査の こと を話題 に した ( 前回の 検査の 苦痛を推 し量 る言葉 かけをした) ⑤
9) 対 象者の 反応 に 照 らしなが ･ 対象者の 立場 に たつ て ニ ー ズ を見極 め , その 人の ペ
ー ス で の 対応 を模索す る①
ら
,
その 人に 合 つ た 対応 . 揺 ･ 常に 対象者の 反応 をみ なが ら対応の 結果を見極め る こ と を繰 り返 し , その 人 にあ つ た ケ ア方 法を試行錯誤し つ つ 対
助 方法を模索 して い く 応する ①
10) こ れま で に構 築された ｢ な ･ 前回の 入院時や 検査の こと を話 題に した ( 患者が 経験した ことがあ る こと を話 し, 患者 に よ つ て 自由に 話 しや す い
じみ｣ の 関係を意図的に 援助 ･ 質問 しや す い 雰 囲気 をつ く つ た) ⑤
に 活かす ･ (病棟の 雰囲気を盛り上げる , 患者 と の 関係 のき つ かけを掴 ん だり . 維持す るた め に) なごませ る⑥
･ 互 い に な じみ の 関係で ある ことを強調する (方言を利用する など して) これまで に構築され た関係性 を意識させ る) ㊨
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表2 - 2 対象援助関係を阻害 ･ 停滞させ る可能性の ある対人援助技術
対 人援助技術 各文献から取り由し たラ ベ ル の 内容/ カ ､)コ 内は ラ ベ ル の 補足翠明/ 丸琴字 は耳献No.
ll) 対 象 者の 個 別 な体 験 や 思 ･ 多く除水で き たと い う患者 の嬉 しい 気持ち に共感せ ず
,
専 門家 の立場から患者 の 考えの 甘さとして とらえる③
い ー 感情 を注目 . 尊重 する よ ･ 患者 は医師 と の 認識の ズ レを修正 す る意思 が なく∴もう こ れ 以上 は 問題に 触れた く ない , と看護者 に伝 えたに も関
り, 医療者と して の客 観的で わ らず, 看護者 は患者 の思 い で は なく
.
患者と医師の 相違点 を見 出そうと患者 の 考えを表出する ように 促す③
一 般的 な立場 で対応す る ･ 患者の 反応 を手 がかりに , 怒 つ て い る患者 の気持 ちに注 目する の で は なく
,
身体内部 の状況 に対す る 関心から得ら
れた判断 に基 づ い て , 医療者 の立場 から説得 を重ね る③
･ 看護師 は , 医師 へ の 怒 りの理 由とな つ て い る 痛み を伴 い なが ら 日常生活を送 る 苦痛 に は目 を留 め ずに , ｢ 何もして
くれな い｣ とい う 表現 に注 目し, 以前行 つ て い た治療を拒否 した理 由をたず ねる③
･ 患者の 語 る過去 の病 気体験 を, 当時の 客観 的で 一 般 的な状 況に 焦点を当て て 聞き
.
,患者 の個 別な体験 や 体験 から沸
き起 こ つ た 思 い , 感情 に 関心 を向けて いを い ③
･ 患者の 体験 ( 治療中断し , 再 度体調を崩 して 受診した 時 に 医師に 怒鳴られた) や その 体験 にお ける 思 い で は なく,
語られた 場面 に おける 医師の思 い や 患者の 身体内部の 状態 に注 目して対申す る③
12) 対象者の思 い や 感情 に 十分 ･ 患者の 思 い を想像 する の で は なく, 誤解されて い る自己の 立場 を弁明す る③
思 い を寄せ たり, 推 し量る こ ･ 生活家庭の 特徴 を把 握しよ うと患者 に家族構成 を尋 ね, 医療 不信の ある 患者から プライ バ シ ー の侵害 との 理由で拒
と をせ ず, 医療者 として の 自 否された に も関わ らず, 謝 りなが らも, 質問の 意図を伝 えて さら に 同じ貸間をす る③
分の かか わ りの正 当性 を主張 ー 患者の 怒 りや不信 を感じと つ て い るが , その感情 の対 象に 自分も含まれて い る と は思 つ て おらず , 看護 する 上で の
したり, 自己保 身を行う 情報を得 る た め , とい う 自分 の位 置の ままで 関わり続け る③
13) 対象者 の 反応 . 貴国 . 状態 t 【平坦 な流れ】｢ そうで すね｣ と流す④
から焦点 をそらす ( 会話をう ･ 【平坦 な流れ】 軽く相槌をう つ ( 相槌で 流 す) ④
ちき る/ ながす/ 話題を転換 ･ 【平坦 な流れ】 対象者の 意図を追及 しない ④
す る/ 身を引く) ･ 【平坦 な流れ】 一 定の 距離を保 つ ④
･【平坦 な流れ】 事実の み を告げ る④
･【タイ ミ ン グをつ か ん で押せ な い .引 けない】 対象者の意図 にそ ぐわ な■い 看護者の 反応 ( 否定や 会話をかえる こ と) ④
･【タ イミ ン グを つ かん で 押せ な い . 引けな い】 会話を打ち切 り. 身を引く④
14) と ら えた対象者 の 変化 へ の
対応 . 援助 の タ イ ミ ン グを見
誤 る
･ 【タ イミ ン グを つ かん で 押せな い . 引けない】 微妙な変化を捉えて も返せ な い ④
15) 対 象者に 否 定 的 な感 情 を ･ 痴呆惟 高齢 者 が特異 的な行動 をと る場面 に 遭遇 した際. 衝撃 を受けなが らと に かく その 場をおさ め る 対応をす る
も つ て , 一 方 的, あ る い は, (理解 し難い 対象者に 対する 拒否的感情 を伴 つ た 一 方的 . その場 しの ぎの対応 をす る) ①
その 場 しの ぎの対応 をする ･ (抵抗. 拒否等で) 高齢者が看護 師の 思う よう にな ら ない こと に苛立ち なが ら--一 方的 に対応 する ( 理解が 得ら れな
い 対象者 に対 して苛立 ちを伴 つ た 一 方的な対応をする) C1〕
I (看護 師自身や 他 の 人所者に 対す る) 暴言. 暴力 に恐怖 を感 じながらと に かくその 場を おさめ る 対応をす る (理解
が得られ ない 対 象者 に対 して恐怖 に よ り逃避的な対応をす る) (AIJ.)
･ 高齢者の 意志 を読 み取 れず , 看護 師の 意図も伝わらな い だろ うと無 力感を抱 きつ つ 割り切 つ て 対応す る (意志疎通
の 難し い 対象者 に対 して
,
無力感 を感じ割り切 つ て対応 す る) ①
16) 対 象 者の 意 思 や 現 象の 意 ･ 身体状売削 こ関す る意志疎 通困難感を抱きながら, 痴呆症状 の 意味を探 る よ り
. 安全や 健康が脅かされ ない こと を優
咲 . 背 景 の 理 解 に 困難 を 覚 先 して 対応 する ( 理解 し難い 対 象者に 対 して ∴昏思を確認す る よ り , 対 象者の 安全 や 健康を優先 した対応 をする)
え
,
とり あえず , その場 しの ①
ぎの 対T.
l
L-tや身体面 を優 先した ･ 痴宋症状の 背景 や意味 を考えて み る が , 暴 言 . 暴力的行為 - の対応 方法 が分からな い まま
,
とりあえず の対応 をす
対応をす る る ( 理解し難い 対 象者 に対 して , よ い 対 応方法が分からず. その 場しの ぎの とりあ えずの 対応をす る) ①
3) 対象者の状況が変化しても関心を寄せ続ける
こ の 技術は, 研究(参の ひと つ の ラ ベ ル で み られ たもの
で ある｡ 症状によ っ て ｢こもる｣ こと の 多くな っ た対象
者に, 内容 ･ 程度をかえながらも何らか の 接触をし, 関
心を寄せ続けて い ると いう メ ッ セ ー ジを送り, 援助関係
の 維持をすると いう技術が述 べ られ て い た o
4) その人のために専念して存在する
こ の 技術は, 対象者の ことに授助者が専心して い ると
い う態度を含んだもの で ある ｡ 研究①では不穏状態にあ
る対象者との やりとりに じ っ くりと時間をかけるこ と,
研究②で は対象者との 二 人だけの 時間の 経験が述 べ られ
て い た ｡
5) イメ ー ジしやすい情報を提供する/対象者の関心を
引き寄せる理解 しやすい方法
-
eJ情報を提供する
こ の技術は , イ メ ー ジ しやす い具体的な情報の提供や
理解の助けとなるような提供方法, 対象者の 関心を引き
寄せ る ことな どを含ん で い た｡ 研究④で は対象者の 関心
を引き寄せ るため の 技術と して 【今, こ こ で の重み】 を
つ けて対象者の 関心を引き寄せ るために, 声 の ト ー ン や
語調を変えたり, 触れる こと , 視線を向けるこ とな ど視
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覚 ･ 聴覚 ･ 触覚も活か した 方法が述 べ られ て い た ｡ ま
た
, 研究⑤では , 検査が予定され て い る対象者 へ の情報
提供方法や情報自体の 内容に つ い て述 べ られ て い た｡
6) 対象者の意思 ･ 気持ち ･ 決定 ･ 主体性を尊重し, ま
た , それを引き出すようにする
こ の 技術は, 対象者自身の 意思や気持ちを尊重したり,
ま た, 意思や気持ちを自分で 表出できるように, 決定に
主体的に関与で きるように, 対 人援助技術にお い て 対象
者に無理強 い する ことなく, 可能であれば対象者の 主体
性を引き出そうとかかわ っ て いくと いうもの であ っ た ｡
7) 対象者からの要求に対して親切に対応したり, 察し
て不足 ･ 不便を解消する
こ の 技術は, 研究⑥にみ られた ｡ 対象者から頼まれた
こと , お願 い された こと に嫌な顔をせず親切に対応 した
り, 日 々 の かか わりの 中で対象者の不足 ･ 不便を感じと
り, そ れを親切心を伴 っ て 解消し て いく こ とが述 べ られ
て い た ｡
8) 対象者の体験 ･ 気持ち ･ おかれている状況に思いを
寄せ , 推し量り, 共感を示す
こ の技術 は, 対象者に 関心を寄せ , そ の体験 ･ 気持
ち 一 状況を自分の ことと して推し量る こ と で , 対象者自
身 へ の深 い理解 を示し, そ こ か ら共感すると いう ことが
述 べ られ て い た ｡
9) 対象者の反応に照らしながら, その人に合 っ た対
応 ･ 援助方法を模索していく
こ の 技術は , 研究①にの みみられた ｡ 意志疎通 ･ 理解
が困難な痴呆性高齢者に対 して , 対象者の 立場 に立 っ て
ニ ー ズや ペ ー ス を模索 して い っ たり , 常 に対象者の 反応
と援助や援助結果を照ら しながら援助方法を模索して い
く こ とが述 べ られ て い た ｡
1 0) これまでに構築された ｢なじみ｣ の関係を意図的
に援助に活かす
こ の技術は, 今まで の 対象者の ことを知 っ て い る存在
で ある理解者で あると いう こと , 既 に築き上 げた関係が
あると い う こと を意図的に援助に活かすと い うもの で
あ っ た ｡ 研究⑥の 中で , 看護者は, 対象者の 出身地の 方
言を用 い て話 しかけて なごませ , 笑顔を引き出すと いう
ように, ｢な じみ｣ の 関係 を意図的に援助に活か し て い
た こ とが述 べ られ て い た｡
【対人援助関係 を阻害 停滞させ る可能性の ある対人援
l世上I･h】
1 1) 対象者の個別な体験や思い ･ 感情を注目 ･ 尊重する
より, 医療者としての客観的で 一 般的な立場で対応する
これ は研究③の み で述 べ られ て い た｡ 研究③の 中で ,
看護者は, 多く除水できたと い う患者の嬉 し い 思 い や ,
過去 の辛 い体験な ど, 患者が語りた い 内容に気づ い て は
い るもの の , そ れ に注目 ･ 尊重する こ とよりも, より 一
般的で 客観的な医療者と して の 対応を行 っ て い た｡
1 2) 対象者の思いや感情に十分思いを寄せたり, 推し
量る ことをせず, 医療者としての 自分の かかわりの正
当性を主張したり , 自己保身を行う
こ れも研究③の み で述 べ られ て い たもの で ある ｡ 看護
者から の かかわりに関連して , 対象者は つ らか っ た思 い
や感情 , 怒りや不信を表出して い る にもかか わらず, 香
護者は対象者に思 い を寄せ たり, 推 し量 る ことをせ ず
に
, 誤解され て い る自己の 立場を弁明したり, 正当性を
重ねて 説明した上 で さらに同 じかか わりを続けようと し
たりした ことが述 べ られ て い た｡
1 3) 対象者の 反応 ･ 意図 ･ 状態から焦点をそらす(会
話をうちきる/ ながす/話題を転換する/ 身を引く)
これは研究(彰の み で述 べ られ て い たもの で ある ｡ セ ル
フ ケ ア技術の 指導な どに お い て , 対象者の 反応 ･ 意図 ･
状態をうまくとらえたり, そ れに対 してうまく返したり
する ことが出来ず, 否定したり, 話をうけとめずにうけ
なが して しま っ たり, 話題 を転換 したり, 会話をうち
き っ たり, 身をひくと い う ことが述 べ られ て い た ｡
1 4) と らえた対象者の変化 へ の対応 ･ 援助の タイミ ン
クを見誤る
これ は研究④ の ひと つ の ラ ベ ル で み られ たもの で あ
る｡ 看護者は対象者の 変化の き っ かけ, 看護介入 の き っ
かけを知覚 した にもかか わらず, ｢ あとか らや ろう｣ と
思 っ たり して
,
有効な対応 ･ 援助 の タイ ミ ン グを見誤 っ
て い る こ とが述 べ られ て い た ｡
1 5) 対象者に否定的な感情をも っ て , 一 方的 , ある い
は, その場しのぎの対応をする
これは研究①の み でみ られたもの で ある｡ 意図を理解
し難く意志疎通に困難の ある痴呆性高齢者の 行動に対 し
て , 看護者は怒りや拒否的感情 , 恐怖などの 否定的な感
情を伴 っ て 一 方的, ある い は , そ の 場しの ぎの対応を し
て い る こ とが述 べ られた ｡
1 6) 対象者の意思や現象の意味 ･ 背景の理解に困難を
覚え, とりあえず , その場しのぎの対応や身体面を優
先した対応をする
これ も研究①の み で み られたもの である｡ 意図を理解
し難く意志疎通困難の ある痴呆性高齢者の意思 や , 行動
の 背景にある意味を理解しようとし てみ るもの の , そ の
理解は困難で あ っ たり, よ い 方法が思 いうかばな い こ と
か ら, と りあえずそ の 場し の ぎ で対応 して しま っ たり,
対象者の 身体上の健康を整える方法で対応 して い る こ と
が述 べ られ て い た ｡
Ⅴ . 考 察
本研究によりt 国内看護系雑誌文献6件にお い て み ら
れ た, 日常生活上 の改善を要するが切迫感を抱きにく い
成人 ･ 老人に対し て看護師が用 い て い る16の対人援助技
術が明らか にな っ た｡ 本研究の 分析対象と な っ た6文献
のうち, 文献③は慢性疾患患者と の不全感を残 した看護
過程に つ い て ふ りかえ っ て い る研究で あり, そ の 中には
多くの 【対人援助関係を阻害 ･ 停滞させ る可能性の ある
対人援助技術】 が含まれ て い た｡ ま た, 同様に結果的に
うまく い か なか っ た と判断で きる看護援助は , 文献①,
文献④にも含まれ て い た｡ そ の 結果, 本研究で は得られ
た対人援助技術を, 【対人援助関係を促進する可 能性の
ある対人援助技術】 と 【対人援助関係を阻害 ･ 停滞させ
る可能性の ある対人援助関係】 と に大別することが 出来
た｡
本研究の分析対象とな っ た文献で 扱われ て い る援助対
象者には, 糖尿病な ど内科的疾患の 慢性期患者だけで な
く , 切迫感を抱きにく い 対象者と して 認知症の高齢者や
続合失調症患者も含ん で い る｡ 特 に統合失調症患者が
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含まれ て い る こ と で , 本研究の 結果に は, 地域 で 生活
する精神障害者を対象と した文献研究を行 っ た石川 ら 7)
の 研究結果と共通する内容の もの も多く含まれ て い た ｡
3) 対象者の状況が変化 して も関心を寄せ続けるは, 統
合失調症患者を対象と した文献(多か らの み抽出され たも
の であるが , 石川ら の研究の ｢ 味方であり, 気にか けて
い る こ と を伝え続ける｣ とほぼ同様の もの であると考え
られる ｡ 類似 のも の と して は , 4) そ の 人 の ため に専念
して 存在するも含まれる可能性がある ｡ また, 6) 対象
者の 意思 ･ 気持ち ･ 決定 ･ 主体性を尊重し, ま た, そ れ
を引き出すようにするは ｢無理強 い せず, 言 い 分を尊重
する｣ ｢希望を極力尊重し支援する｣ ｢意思表示を支持す
る｣ ｢意思 決定を支持する｣ ｢個人を理解し代弁する｣ に
対応するもの と し て , 7) 対象者から の 要求に対して 親
切に対応したり
, 察 して 不便 ･ 不足を解消するは , ｢困っ
て い る こ とや できな い こ とを補完する｣ に対応するもの
と して 考えられ た｡
加え て , 本研究で は. 援助対象者の 病や症状の慢性性,
症状 の 多様性 ･ 複雑性, 身体的な健康問題 へ の 看護援助
の 必要性 などに関連すると思 われる対人援助技術が含ま
れた ｡ 1) まだ対象特性を つ かめ て い な い対象者を全人
的に理 解するため に, 現在まで の生活 ･ 経過も含めた情
報を得るは , 経過が長 い 慢性の 病をも つ対象者や認知機
能が低下 して い る認知症高齢者に対して用 い られ て い る
対人援助技術で あ っ た ｡ 現在の 状況や症状だけで は, 決
し て 丸ごととらえる ことが出来な い 対象者に対して , 特
に関係が浅 いうちは様 々 な情報をもと に対象者像を結ぶ
こ とは-一 般 に看護者が行 っ て い る こ と で ある｡ し か し,
慢性の 楓 特に長期に渡る経過をたど っ て い る場合には ,
短絡的に現症か らとらえる の で はなく, 今ま で の 経過や
生活も含め て今の対象者の ｢ 成り立ち｣ をと らえて い く
ことが , こ れ か らは じまる看護師 一 息者関係の 基盤形成
に 大きな影響を与えて いく基本的か つ 重要な要因だと考
える ｡ そ の 際には, 8) 対象者の体験 ･ 気持ち ･ お か れ
て い る状況に思 い を寄せ , 推 し量り, 共感を示すと いう
対人援助技術も用 い られる で あろう｡ また , 2) 対象者
の 変化の 可能性をア セ ス メ ン トし つ つ , 関係性や援助の
発展の 方向性 ･ タ イ ミ ン グ を見据えて試みる, 9) 対象
者の 反応に照ら しなが ら, そ の 人 に合 っ た対応 ･ 援助方
法を模索 して い くは, 現在の 対象者の 状態だけで なく対
象者と看護者との 関係性も加味して ア セ ス メ ン トした上
で行われ る動的な対人援助技術と考える｡ 看護師は対象
者の 許容範囲を理解 ･ 確保 しながら , タ イミ ン グをみ は
か ら っ て , 援助を提供 したり, 関係性の発展を意識した
かかわりを行 っ て い た｡ や やもすれば停滞 しやすくな っ
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てくる, 切迫感を抱きにく い対象者や長期に渡る経過を
も つ対象者の 看護援助にお い て みられた, 微妙なア セ ス
メ ン ト ･ 調整能力と大胆な切込みを必要とする対人援助
技術で あると考えた ｡ 5) イ メ ー ジ しやす い情報を提供
する/ 対象者の 関心を引き寄せ る理解しやす い方法で情
報を提供するは , 特 に検査前の 説明やセ ル フ ケア項目 の
指導な どで 用 い られ て おり, 身体的な問題に対して 行わ
れる医療処置や , 病 ･ 症状 ･ 障害に対するセ ル フ ケ ア が
必要にな っ て くる対象者 - の 特有の もの で あると思われ
る｡ 10) こ れまでに構築された ｢なじみ｣ の 関係を意図
的に援助に活かすは , 対象者の 安心感獲得 ･ 場の 緊張の
緩和な どにより
,
そ の先 の 援助にス ム ー ズ に導入して い
くき っ か けと して 有効に働くもの であり, 同 じ文化を共
有して い る こ とによる連帯感が生 じ 対人援助関係にお
ける良循環の ひと つ の要素と して考えられ る｡
本研究で得られた 【対人援助関係を阻害 ･ 停滞させる
可能性の ある対人援助関係】 は . 結果的に対人援助関係
がうまく い か なか っ た看護過程の振り返りの 貴重な研究
か ら得られ たもの である｡ ll) 対象者の個別な体験や思
い ･ 感情を注目 ･ 尊重するより, 医療者と して の 客観的
で 一 般的な立場で対応する
,
12) 対象者の思 い や感情に
十分思 い を寄せ たり, 推し量る ことをせず , 医療者とし
て の 自分のかか わりの 正当性を主張したり, 自己保身を
行うで は
,
看護者は, 対象者が分か っ て欲 し い と思 っ て
い る こ と , して 欲し い こ と を十分理解で きて い なか っ
た ｡ その 結果と して , 受け入れ拒否や患者の不全感に つ
なが っ て い た ｡ こ の こ と に関し て , 長谷川 ら 8 )は著書
の 中で ｢ナ ー ス 自身あくまで も中立 的な態度を保持 し
●
て , 冷静に客観的に察する こと によ っ て 相手の 現状を知
● ● ● ● ●
ろうとする の か, そ れとも主観的にも相手に感応する こ
● ● ● ● ● ● ● ●
と を通し て
, 相手 の体験を内側から理解 しようとする の
かと いう違 い で ある｣ ｢ 相手の ニ ー ズや気持ちを理解す
ると い うときには, 自分を中立的に相手から隔離する態
● ● ● ●
度で は , お そ らく相手に つ い て 知る こ とは で きて も, 棉
●
手 を理解するこ とは出来な い で あ ろう｣ と述 べ て い る ｡
13) 対象者の 反応 ･ 意図 ･ 状態から焦点をそらす (会話
をうちきる/ながす/ 話題を転換する/ 身を引く) は,
会話ややりとりを表面上は ス ム ー ズ に行 っ て い っ て い る
ように見え, 経験的には
,
一 般的な会話時や複数の 対象
者を全体と して管理 して い くうえで 実際に用 い られ て し
まう可能性があると考える ｡ しか し, 援助 の 必要性が明
確にな っ て い たり, 実際援助 して いく上 で は望ま し い結
果をもた らさな い もの で ある｡ 長谷川ら 8 )は , ｢ナ ー ス
は
, 患者や家族が自発的に自己表現が 出来るように, そ
の 場そ の 場 で の あ い て の 感情を受け入れ て , コ ミ ュ ニ
ケ - シ ョ ン ･ フ ァ シ リ テ 一 夕 - と し て の 働きかけを行
う｡ タ イ ミ ン グよく相槌 をう つ , 相手が言う こと の エ ッ
セ ン ス をうま.く要約 して 投げ返す, 適宜｢つ なぎの言葉｣
を用 い る - な どの ス キ ル が有効で あろう｣ と看護援助に
お い て うまく コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル を用 い る こ と の
重要性 に つ い て 述 べ て い る｡ 15) 対象者に否定的な感情
をも っ て , 一 方的, あ る い はそ の場 しの ぎの 対応をする
は , 看護者 一 個人と し て の 感情の ほうが優先 した結果,
援助者と し て の 行動が とれなくな っ て い る こ と を示し て
い る ｡ こ の ようなときこ そ , 客観的 ･ 一 般的な視点も必
要にな っ てくると思 われ, 結果的には対人援助関係が停
滞して しま っ た可能性が高 い が , そ の ような視点をも っ
た援助の ひと つ と して ,16)対象者の 意思や現症の 意味 ･
背景 の理解に困難を覚え, とりあえず, そ の場 しの ぎの
対応や身体面を優先 した対応をするに つ なが ると思 われ
る｡
Ⅵ . 研究の 限界
本研究で 得られ た対 人援助技術は, 国内雑誌文献の
デ ー タ ベ ー ス に よ っ て 検索 した文献か ら得た もの で あ
る ｡ こ れ ら の 文献は雑誌 ･ 学会誌の投稿規程な どにより
ペ ー ジ 数が限られた中で記述されたもの であり, 対人援
助技術の 詳細に つ い て 十分記述 しきれ て い な い 可能性が
あるため , こ の こ と は今回 の研究の大きな限界と して 考
えられ る｡
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